
平成 30 年度 学校生活相談センターの相談受付状況について 

心の支援課 

１ 学校生活相談センターの概要 

 長野県いじめ防止対策推進条例の制定を契機とし、児童生徒や保護者がいじめ・不登校などの学

校生活における様々な悩みについて 24 時間相談できる窓口として、文部科学省「24 時間子供 SOS ダ

イヤル」を活用し平成 27 年度に開設された。平成 28 年度よりフリーダイヤルとなっている。 

２ 平成 30 年度の学校生活相談センターにおける相談受付状況から 

＜相談窓口としての信頼度の高まり＞ 

 

 

 

 

 

 

＜相談窓口としてのニーズの高まり＞ 

 

 

 
   
 

３ 学校生活相談センターにおける今後の展望 

 

 

 

 

 

H28 H29 H30 H28 H29 H30

322 284 329 430 412 527

242 324 355 332 428 593

71 80 84 87 173 190

2 5 0 6 8 16

637 693 768 855 1021 1326

相談件数 延べ回数

区分

平日昼間

夜間・休日

文書　（メール・FAX・手紙）

来所

計

電話

【相談の受付種別】

H28 H29 H30 H28 H29 H30

534 545 584 83.8% 78.6% 76.0%

66 88 100 10.4% 12.7% 13.0%

37 60 84 5.8% 8.7% 11.0%

637 693 768 100.0% 100.0% 100.0%計

１回

２回

３回以上

　【継続回数別件数】 相談件数 全体に占める各件数の割合

区分

H29 H30 H29 H30

72（10.4％） 96（12.5％） 102（10.0％） 131（　9.9％）

91（13.1％） 79（10.3％） 135（13.2％） 136（10.3％）

176（25.4％） 157（20.4％） 260（25.5％） 270（20.3％）

213（30.7％） 245（31.9％） 340（33.3％） 428（32.3％）

62（　9.0％） 86（11.2％） 78（　7.6％） 220（16.6％）

60（　8.7％） 72（　9.4％） 78（　7.6％） 85（　6.4％）

19（　2.7％） 33（　4.3％） 28（　2.8％） 56（　4.2％）

693（100％） 768（100％） 1021（100％） 1326（100％）計

相談件数 延べ回数

子どもに
関すること

学校・教師に関すること

家庭・私生活に関すること

意見・問い合わせ

その他

【相談者の主訴】

区分

いじめ・嫌がらせ

不登校・登校渋り

その他

※H30 年度の来所相

談は、すべて電話相

談を経た来所相談だ

ったため、延べ回数

のみのカウントにな

っている 

⇒過去３年間の相談件数、延べ回数の増加数から、認知度が年々高まってきているといえる。また、継

続回数３回以上の相談件数の増加から、相談者にとって「また相談したい」と思う信頼度の高い相談

窓口となっていることも窺える。 

・相談内容が多様化していることから、各相談窓口や教育関係機関との連携に努める。 

・中高生からの文書（メール）相談の件数が増えてきている。顔や声の分からない、ほどよい距離感をもっ

た相手に相談したいというニーズの反映と推察できることから、LINE 相談窓口「ひとりで悩まないで

＠長野」も含め、今後もニーズに沿った相談体制のあり方を検討していく。 

・引き続き相談者に寄り添う相談窓口を目指すとともに、相談することによって相談者自身が新たな視点

に気付いたり、自ら動き出すきっかけとなったりするような相談対応に努める。 

⇒いじめ、不登校や学校・教師に関すること等、主軸である学校生活に関わる相談が約 75％を占める

一方で、家庭生活に起因する相談の割合が増加傾向にある。このことから、いつでも相談できるメリ

ットを持つ身近な相談窓口としてのニーズが高まる中で、相談内容も多様化してきたと考えられる。 

※子どもに関するこ

とその他： 

対人関係・友人関係

（いじめ以外）、心身

の疾患・障がい、学

業・進路、インターネ

ット・ゲーム関連等 

※その他： 

学校関係以外の問い

合わせ、いたずら電

話、なりすまし等 

※継続回数は、例え

ば２回の相談件数が

100件なので、この区

分の延べ回数は 200

回の相談となる 








